
鹿嶋市告示第 １５９ 号 

 

 鹿嶋市届出避難所登録要綱を次のように定める。 

 

   令和５年５月１８日 

 

鹿嶋市長 田 口 伸 一 

 

   鹿嶋市届出避難所登録要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は，自治会，区又は自主防災組織（以下「自治会等」という。）が自

主的に開設し，運営する避難所を届出避難所として登録し，当該避難所に対して市

が支援を行うことにより，災害が発生し，又は発生するおそれがある場合に地域住

民が自主的に避難することができる場所を確保するとともに，地域における防災力

の向上を図ることを目的とする。 

（定義） 

第２条 この要綱において，次の各号に掲げる用語の意義は，それぞれ当該各号に定

めるところによる。 

 （１）届出避難所 地域住民の安全を確保するため，自治会等が自主的に開設し，

運営する避難所として，第４条第２項の規定により市長が登録する避難所をい

う。 

 （２）指定避難所 災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）第４９条の７第

１項の規定により市長が指定する避難所をいう。 

（対象とする施設） 

第３条 届出避難所とすることができる施設は，所有者又は管理者の同意を得た地域

の集会所，所有者の同意を得た民間施設等（以下「集会所等」という。）であって，

地域住民が避難所として使用することができるものとする。 

２ 集会所等は，次に掲げる要件を満たさなければならない。 

 （１）浸水想定区域外にあること。 

 （２）土砂災害特別警戒区域外及び土砂災害警戒区域外にあること。 

 （３）その他避難に際して危険がないと認められること。 

（登録の届出等） 

第４条 届出避難所を設置しようとする自治会等は，鹿嶋市届出避難所登録届出書（様

式第１号）を市長に提出するものとする。 

２ 市長は，前項の規定による届出があったときは，当該届出に係る集会所等を届出

避難所として登録するものとする。 



３ 市長は，前項の規定による登録をしたときは，当該届出をした自治会等に鹿嶋市

届出避難所登録通知書（様式第２号）を送付するとともに，届出避難所標（様式第

３号）を交付するものとする。 

４ 市長は，第２項の規定による登録に当たっては，届出避難所の開設及び運営に関

する条件を付することができる。 

（登録内容の変更） 

第５条 前条第２項の規定による登録を受けた自治会等（以下「設置者」という。）は，

当該登録を受けた内容に変更があったときは，遅滞なく，鹿嶋市届出避難所登録内

容変更届出書（様式第４号）を市長に提出しなければならない。 

 （資機材等の支給） 

第６条 市長は，設置者からの要請により，別表に掲げる資機材等を支給し，又は貸

与するものとする。 

２ 設置者は，前項の規定により支給又は貸与を受けた資機材等を自己の財産におけ

る同一の注意をもって適正に管理するとともに，資機材等が保存期限（賞味期限を

含む。）を超過した場合には，その交換を市に要請することができる。 

（運営及び費用負担） 

第７条 届出避難所は，設置者が自主的に開設し，運営し，及び閉鎖するものとし，

市は，届出避難所への職員（受援により受け入れた外部職員を含む。）の派遣を行わ

ないものとする。 

２ 届出避難所の開設，運営及び閉鎖に係る費用は，設置者の負担とする。 

３ 設置者は，大規模災害の発生により避難が長期化し，救援物資が必要な場合には，

必要な救援物資の種類及び数量を取りまとめ，市長（市災害対策本部が設置されて

いる場合にあっては，市災害対策本部。次条及び第１０条において同じ。）にその配

給を要請することができる。 

４ 前項の救援物資は，指定避難所において配給を受けるものとする。 

（市への報告） 

第８条 設置者は，届出避難所を開設し，又は閉鎖したときは，その旨を直ちに市長

に報告しなければならない。 

２ 設置者は，届出避難所に避難した者があった場合は，その人数等を速やかに市長

に報告しなければならない。 

（指定避難所との関係） 

第９条 設置者は，指定避難所が開設されている場合においても，届出避難所を開設

し，運営することができる。 

 （届出避難所の公表） 

第１０条 市長は，第４条第２項の規定により登録され，又は第８条第１項の規定に

より報告された届出避難所の公表に当たっては，事前に自治会等の意向を確認する

ものとする。 



（設置者の遵守事項） 

第１１条 設置者は，届出避難所の開設及び運営に当たっては，次に掲げる事項を遵

守しなければならない。 

 （１）届出避難所の開設及び運営に伴い事故等が発生した場合は，誠実に対応する

こと。 

（２） 自治会又は区加入世帯以外の世帯の者が届出避難所に避難を希望した場合は，

設置者の判断により対応すること。 

 （３）届出避難所として使用する施設は，平常時より事故防止のために適切に管理

すること。 

（廃止の届出） 

第１２条 設置者は，届出避難所を廃止したときは，鹿嶋市届出避難所廃止届出書（様

式第５号）を市長に提出しなければならない。 

 （登録の取消し） 

第１３条 市長は，前条の規定による届出があった場合又は届出避難所周辺の環境の

変化があった場合，土砂災害警戒区域の指定があった場合その他市長が届出避難所

として適切でないと認めた場合は，当該届出避難所の登録を取り消すものとする。 

２ 市長は，前項の規定により届出避難所の登録を取り消したときは，鹿嶋市届出避

難所登録取消通知書（様式第６号）により設置者に通知するものとする。 

 （資機材等の返却） 

第１４条 第１２条の規定による届出をした者又は前条第２項の規定による通知を受

けた者は，市長から支給し，又は貸与されている資機材等を速やかに返却しなけれ

ばならない。 

 （研修，訓練等） 

第１５条 設置者は，届出避難所を利用すると想定される地域住民に対し，研修，訓

練等を実施し，届出避難所の利用に関する理解を深めるように努めるものとする。 

（事故等の損害賠償等） 

第１６条 届出避難所の開設及び運営に伴い，事故等により損害が生じることがあっ

ても，市はその責めを負わないものとする。 

 （補則） 

第１７条 この要綱に定めるもののほか，必要な事項は，市長が別に定める。 

 

   附 則 

 この告示は，公布の日から施行する。 

 

 

 

 



別表（第６条関係） 

資機材名 数量 支給又は貸与の区分 

アルファ化米（個食） ５０食 支給 

保存水（飲料水２㍑/本） ２４本 支給 

毛布 １０枚 支給 

災害用トイレセット １００個 支給 

プラダントイレ １基 支給 

避難所開設キット １式 支給 

簡易ベッド 要協議 貸与 

備考 別表に掲げる資機材のほか，鹿嶋市防災行政無線戸別受信機貸与等に関す

る要綱（平成２５年告示第６号）に基づき，防災行政無線戸別受信機を１台

貸与する。 


